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シンポジウム:「 看護職員の確保定着への取り組み」

日本赤十字社による

看護職員の確保定着への取り組み

浦田喜久子 第62回 国立病 院総合医学 会

(平成20年11月12日 於 東京)

IRY0Vol.63No.12(793-796)2009

日本赤十字社 における看護職員の確保.定 着への取 り組みについて紹介する.

最近の急激な看護師不足は,日 本赤十字社においても,全 国92あ る医療施設の看護師

確保 ・定着 は重要 な課題 であ り,1.入 材確保促進2,定 着促進 を3.専 門職 として魅力 ある職

場づ くりを3本 柱 として医療施設 とともに一体 となって取 り組 んでいる.

人材確保促進対策 として・1)広 報活動2)潜 在看護師研修会モ デル事業 を実施 した.1)は,

赤十字病院に就職 した看護師の アンケー ト結果 を基に し,広 報 の内容 に継続教 育や看護の領域 の

内容・組織 の特徴 を明確 に示 した.2)は,潜 在看護師研修 プログラムを対象 別に作成 し,3施

設でモデル事業 を行い…定の効果 を得 た.今 後 は,各 施 設で実施す ることに している.

2・ 定着促進対策 と して,1)働 きやすい職場づ くり2)新 人看護職員の離職予防 に努めた.

1)は,所 定労働 時問短縮 お よび育児短時 間勤務制度導入の検討 を行い ,パ ー トタイマー等多

様 な勤務形態 による人員 や夜勤勤務者の確保,保 育環境 の整備,業 務 整理等図 ることの必要性が

明確 とな り,導 入準備 を進めている.2)は,多 重課題演習 を強化 した新人研修計画 と指導体制

整備 や技術演習で きる教育環境,相 談体制等 の支援体制 を整 えた.

看 護師確保 ・定着促進す る要素 として3.専 門職 と して魅力ある職場づ くりが もっ とも基本で

ある．看護専門職 に とって,提 供 している看護 の質が高い こと,自 己のキャ リアを高めてい くこ

とが看護職 を継続 で きる鍵 である.そ こで,日 本赤十字社 ではキャ リア開発 ラダーを全 国の赤十

字病院 に導入 し,看 護師 の教育体制 を新 たに構築す るとともに,質 の 向上 に努めている.

は じ め に

日本の看護界は慢性的に看護師不足の状況であっ

たが,こ こ数年,医 療の専門 ・高度化や在院日数の

短縮等で看護師不足 が顕在化 し,さ らに平成18年 度

の入院基本料の改定に伴 い,こ の課題は看護管理者

にとって,喫 緊の課 題 となってい る.日 本赤十字社

は,全 国 に92の 病 院を有 し,そ の約9割 強 の病床が
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急性期 の機能 を持ってお り,機 能 に見合 った看護が

提供 で きるよう充分 な看護 師の確保 に努めている.

そ こ で,日 本 赤 十 字 本 社 で は,平 成18年 度 よ

り,1.人 材確 保促進,2.定 着促進,3.看 護専

門職 としての魅力ある職場づ くりの3つ の柱 を掲 げ,

医療施設,教 育施設 とともに 一一体 となって活動 して

い るので,こ れ らの取 り組 みについ て報告する.

1.人 材確保促進対策

第六次看 護 師の需 給見 通 しに よる と,2010年 に

は,15.900人 の不足 と報告 されたが,2006年 の診療

報酬 改定にお ける,入 院基本料 にお ける7:1の 創

設 により,急 激 に大量 の看護 師不足が浮上 した.全

国の赤十字医療施設には約3万 人看護職員が就業 し

ている.平 成20年 は,募 集 した看護 師の約87.4%の

確保 率であ り,18年 度か ら確保率が徐 々に低下 して

お り,地 域 格 差 も見 ら れ る.7:1の 取 得 施 設

は,63施 設(68%)と なってお り,急 性期の医療 を

提供 するには,看 護師不足 の状況 にある.そ こで,

看護師確保対策 として,1)広 報活動,2)潜 在看

護師研修会モ デル事業を掲 げて実施 した.

1)広 報活動

日本 赤 十字社 は,看 護 大学6校 ・短 期 大 学1校

(学校法 人赤十字学 園),看 護 専 門学 校17校,助 産

師学校1校 を持 ち,1学 年約1400人 を養成 している.

この うち,赤 十字医療施設へ の就職 は,専 門学校約

83%,大 学約64%で ある.大 学 か らの就職率は年 々

上昇 しつつ ある.そ れは,赤 十字 の教育施設 と医療

施設 との連絡協議会 を設置 し,情 報 交換 を活性化 し

た ことや就職説明会,奨 学 金貸与制 度の推進等 によ

り,両 者の連携 を強化 した ことが効 を奏 した もの と

思 われる.

日本赤十字施設卒業生 を含め一般 に広 くの広報 活

動 を実施す るにあた り,広 報内容 の焦点 を定め るた

め に,2007年4月 に赤十字病院に就 職 した看護師 を

対象 として,日 赤病院 を就職先 として選択 した理由

について ア ンケー ト調査(有 効 回答 数2.470件)し

た.そ の結果,多 く選 ばれ注 目 した項 目は,「 卒 後

教 育の充実(12%)」,「 や りたい看護 の領域が あ る

(11.5%)」,「 赤十字だか ら(7%)」 であった.そ

こで,新 たに看護 師 ・看 護学 生募 集用 に作 成 した

DVDに は,キ ャリア開発 ラ ダーにお ける教育 プロ

グラムや,専 門 ・認定看護師の教育制度,赤 十字活

動等 について研修 や活動 の映像や生の声 を入れるな

ど具体的 に分か り易 くなるよう工夫 した.ま た,ホ

一ムペー ジや専 門誌 を介 した インターネ ッ ト広報 に

ついて も同様 に改善 し実施 した.

2)在 看護 師の研修会モ デル事業

赤 十字医療施設 にお ける看護職員の採用の うち,

新卒 と既卒 の割合 を見 る と,平 成10年 には,新 卒は

75.6%,既 卒 は24.4%で あったが,平 成19年 には新

卒63.3%,既 卒36.7%(図1)と な り,徐 々に既 卒

の 占める割合が 高 くなってい る.今 後18歳 人 口が減

少 してい くこ とを考える と,い よい よこの傾向が顕

著 になってい くと思 われ る.

そ こで,55万 人 とも言われている潜在看護師の活

用 を図るため,平 成19年 に 「潜在看護 師活用 プロジ

ェク ト」 を設置 し,研 修 プログラム等 の検討 を行 っ

た.研 修プロ グラムは,近 いうちに就 職を考 えてい

る潜在看護師 を対象 とした 「まじか コース」 と,少

し時 をおいて就 職を考 えている看護師 を対象 とした

「いずれ コース」の2つ の研修 プログラムを作成 し,

潜在看護師研修 会モデル事業 として赤 十字病 院3箇

所で実施 した.い ずれ も,就 職 につ なが り,手 ごた

えが あった.本 年は,各 施設で実施す ることとして,

潜在看護師担 当者研 修会 を開催 した.モ デル事業や

担 当者研修会か ら 「研修 会参加者の募集 ・広報 の工

夫」,「研修者のための保 育所 の整備」,「勤務時 間を

考慮 した雇用」等の課題が明 らか にな り,各 施設 で

整備す るよ う努力する こととした.

2.定 着促進対策

日赤十字医療施設 における看護師 の離職率は,約

10%(平 成19年)新 卒 は8.5%で あっ た.今 後,確

保 が困難 になることが予測 されるなか,定 着 を促進

す ることが重要 である.

1)働 きやす い職場づ くり

看護職員が働 き続 けることがで きるよう,ラ イフ
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シンポジウム 「看護職員の確保定着への取り組み」

ワー クバ ランス を考慮 し,所 定労働時 間の短縮(以

下,時 短 とい う)及 び育児短時間勤務制度(以 下,

育短 とい う)の 導入 ための検 討を行 った.時 短 を導

入す る とこれまでの週あた り39時 間30分 の労働 時 間

を38時 間45分 に切 り替 えると,ケ ア提供総時間の減

少 か ら入院基本料への影響 も考え られ るため,パ ー

トタイマーな ど多様 な勤務形 態による人員確保や業

務整理 ・内容の見直 しする必 要がある.

また,育 短 を実施す ると,人 員不足 とな り,特 に,

夜勤勤務者が不足す る.ひ いては,看 護の質や安全

性の低下 に もつ なが って くる.し たが って,夜 勤専

従者等,夜 勤勤務者やパー ト勤務者等の確 保が必要

となる.ま た,保 育環境 を充 実させ ることも重要で

ある.こ の ように,新 たな人員確保が課題 となるが,

逆 に,こ の制度の導入に よって,働 き続 けることが

で き,ま た,就 職希 望者 も増加 してい くことが期待

で きる.

2)新 人看護職員の離職予防対策

新人の離職防止対 策 として,新 人研 修計 画 と新人

教育支援体 制 を整備 した.研 修で は,「 基本 的 な看

護実践 を安全 にで きるための研修」 と して,臨 床 で

の看護技 術,多 重課 題演習 を強化 した.ま た,「 リ

アリテ ィシ ョック緩和 目的の集合研修プ ログラム」

等 を工夫 した.

教 育支援体 制については,指 導体制を実 地指導者,

プ リセプ ターの支援者,各 セクシ ョンの教育担 当者,

教 育責任者 の とい った屋根瓦方式の教育者の配置 に

する よう努め ることとした.ま た,新 人看護師臨床

研修 ・インター ンシップ制度の導入やいつで も技術

演習が で きる教育環境 の整備,相 談体制の充実 を図

る ように した.

3.看 護専門職としての魅力ある職場づくり

看護 師確保 ・定着を促進す る要素 と して,看 護専

門職 として 「魅力 ある職場」であ ることが基本 であ

る.看 護専門職 にとっては,専 門職 と して勤務 して

いる職場が誇 りの持てる看護 を提供 しているか,ま

た,看 護 専門職 としての力 をどう発展 させてい くこ

とがで きるかが魅 力ある組織か どうか を決定付 ける

要素 だ と考 えている.そ こで,赤 十字では,キ ャ リ

ア開発 ラダー(以 下,ラ ダー とい う)の 仕組 みを作

り,全 国の赤十字病 院 に導入 した(図2).看 護師

の自律 的なキ ャリア開発 を支援 し,ま ずは レベ ルⅢ

認定者 を増やす ことを 目標 に して,看 護 の質の向上

を 目指 した.全 国同 じ仕組み を導入 したのは,こ の

ラダー には赤十字 の理念 を明確 に特徴付 けたこ と,

どの赤十字病院で も看護の質 は同 じ水準 にするこ と,

赤十字内での人事 交流 を容易 にす ること等 を目的 と

したか らである.こ うした看護の専門家 の育成 の過

程 にお いて,お 互 いに尊重 し,育 み高めあ う組織 を

IRY0Vo1.63No.l2 795



醸成で きる ことを期待 している.

お わ り に

看護師確保 ・定着の対策につい て述べて きたが,

広報活動,潜 在看護師研 修.確 保,定 着促 進等の対

策は確保 ・定着 のための特 別なプログラムであ り必

要 な ことであるが,何 よ り最 も重要 なことは,日 々

活動 してい る組織 その ものが魅力的であ ることであ

る.

組織の価値 が組織全体 に浸透 し,オ ープ ンなコ ミ

ュニケー シ ョンの もとに参画型のマ ネー ジメン トが

実施 され,自 律 した職 員のもと,生 き生 きとしたチ

ーム医療が実施 されるこ とによって ,マ グネッ トホ

ス ピタル として働 く人 々を惹 きつ けるのではなか ろ

うか.
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